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一般に��と��の同時密度は、
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のように、条件付密度と条件になっている変数の無条件密度の積で表される。
もし��と��が統計的に独立しているのであれば、その同時密度関数はそれぞれの周辺密度関
数の積に等しくなる。このとき、��を条件とした ��の条件付密度は
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となって、��の無条件密度に一致する。
このように、条件付密度と無条件密度が等しいのであれば、��の条件付期待値は、
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より、無条件の期待値に等しくなる。
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分割した小行列の次元は
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また、� �
� の左上の小行列は、
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である。


